
 

 

 

                                             Vol. １７６ 

Ｒ０３. ５.２５  総務課 

６月行事予定 

日 曜 行 事 予 定 

１ 火                                       

２ 水 歯科検診                               

３ 木 全校朝礼（県総体壮行会）  内科検診                          ☺ 

４ 金 県総体  金①～④ 

５ ○土   

６ ○日          

７ ○月  振替休日（５/５）  諸会費口座振替日 

８ 火 内科検診 

９ 水  

10 木 全校朝礼（表彰伝達）  考査時間割発表 内科検診                            ☺ 

11 金 仰（1年進路ガイダンス 2年ディベート予選Ⅱ）  歯科検診  内科検診                  

12 ○土  3年進研マーク模試 

13 ○日                       

14 月  

15 火 火①～④  西高祭準備                       

16 水 西高祭（四国総体他壮行会）                          

17 木 考査範囲発表  内科検診                                                   ☺ 

18 金 仰（1年マイブレイン読書 2年進路ガイダンス 3年⑥進路ガイダンス） 

19 ○土   四国総体 

20 ○日                  

21 月    第1回悩みの調査 

22 火  

23 水  

24 木  期末考査                                                 ☺ 

25 金                                                                家庭 

26 ○土                                     学習 

27 ○日                                     時間    

28 月                                    調査 

29 火                                     

30 水                                     

☺の印は，ｽｸｰﾙﾗｲﾌｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ相談日です (12:00～18:00)  

※6月16日（水）の西高祭については、状況により中止、延期、公開中止等になることもあります。 



節目の大切さ 

教務課長 五味 稔 

 「学校に行く意味」を考えたことがありますか？ 

 現代の日本社会の仕組みは、教育を受けていることが前提とされています。仕事の求人

情報にも「高卒以上」や「大卒以上」といったような条件が並んでいます。すなわち、

「学歴によって選べる仕事に差が出る」のです。 

 学校生活は、進学や就職に必要な授業のほかにも入学式や始業式、そして終業式、卒業

式によって定期的に区切られています。私は高校時代、この○○式の意味が全く理解でき

ませんでした。「授業ならまだしも、終業式だけに学校に行くのはめんどくさいな」と。 

 しかしその答は、高校卒業後に解明しました。実力不足で、自宅での浪人生活を送るこ

とになった私を縛るものは何もありませんでした。何時に寝ようが、朝食と昼食が一緒に

なるような生活をしてようが、それを叱る先生はいません。好きな教科の勉強ばかりをし

て、嫌いな教科に一切手を出さなくても注意する先生もいません。毎日が「自由」でした。

でもそれは「放置」されたのだとすぐに気付きました。宅浪生活が 3か月も経たないうち

に飽きてしまい、淡々とやり過ごす日々が続いたのです。何の枠組みもなく刺激もない生

活を送りながら、たった一人で有効な成果を出すことは本当に難しいと痛感させられまし

た。 

 学校の時間割には、好きな教科の時間もあれば、嫌いな教科の時間もあります。しかし、

教科書を開けば、好き嫌いにかかわらず文字や記号が目に入り、否が応でも頭は刺激を受

けます。「始業式」は、学期の始まりを意識させ、「よし、やるぞ」と気持ちを奮い立た

せてくれます。「終業式」はその学期の反省を促し、長期休業中に何に取り組むべきかを

確認させてくれるのです。つまり学校行事は、規則正しい生活を送る中で、そのマンネリ

化を防ぎ、リズムを刻んでくれるのです。節目ごとに気持ちをリ

フレッシュさせ、次なる目標に向けて前向きに取り組むことがで

きれば、その成果は、節目の多い竹のごとく、高く伸びていくこ

とでしょう、学校生活に無駄なものは、何一つ転がっていません

から。 
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